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佐賀大学で開発された近赤外ラマン光学活性分光を用いたポーランド・

イタリアとの共同研究の成果を発表 
〜抗生物質の薬効と副作用に関する新たな知見を提供〜 

 

 

【本文】 

 アンホテリシン B は真菌（しんきん）感染症に有効なポリエン系抗真菌薬（抗生物質）の

一つです。この薬剤は極めて有効である一方で，副作用が強いことも知られており，これに

はアンホテリシン B 分子の凝集体形成が関与することが知られています。しかし，凝集状態

にあるアンホテリシン B 分子の構造を詳細に解析する化学的手法は，これまで存在しません

でした。 
 佐賀大学理工学部化学部門の海野 雅司 教授と藤澤 知績 准教授らは，近赤外光励起のラ

マン光学活性分光 (注 1) を用いた色素分子の構造解析法を独自に開発してきました。今回，

この技術を活用し，ポーランドおよびイタリアの研究グループとの共同研究により，凝集体

形成に伴うアンホテリシン B 分子の構造変化を明らかにすることに成功しました。この成果

は，米国化学会の分析化学誌（Analytical Chemistry）に発表されました。今後，この研究は

薬剤の副作用発現メカニズムの解明や，より安全な医薬品開発につながることが期待されま

す。 
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【概要】 

化学部門 海野 雅司 教授と藤澤 知績 准教授らは，佐賀大学の独自開発技術である

近赤外ラマン光学活性分光を用いた抗生物質の構造解析に関する研究成果を米国化学

会の分析化学誌（Analytical Chemistry）に発表しました。この研究は，抗生物質の薬効

と副作用に関係する凝集体の形成とその構造に関する新たな知見を提供するものであ

り，副作用の低減など今後の医薬品開発に繋がる基盤となるものです。 



 

 

【用語解説】 

(注 1) ラマン分光は物質に光を照射したときの散乱光を分析し，原子の振動運動を検出する

技術であり，物質の詳細な構造情報を提供できる。また，ラマン光学活性分光では，円偏

光を用いて通常は区別できない右手分子と左手分子を判別することができる。 
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